
平成30年度 年間報告

◆計画相談部会

◆相談支援部会
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相談支援部会・計画相談部会 幹事

• つづきの家相談支援センター 薮氏

• ツクイ・サンフォレスト横浜センター北 原田氏

• 都筑区社会福祉協議会 山本氏

• 都筑区生活支援センターこころ野 小菅氏

• 都筑区役所 高齢・障害支援課 尾形氏

• 都筑区基幹相談支援センターくさぶえ 中谷・齋藤・兼平
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目的

計画相談支援事業所が集まり、研修会やサロン等
を通して、連携とスキルアップを図る。相談支援専門
員の皆さんの元気が出る会を目指す！

計画相談部会

・指定特定相談支援事業所どうしの連携をはかる

・研修会等を通し、相談支援専門員としてスキルアップを目指す

・日頃の悩みや困りごとを相談員どうしがフリートークで話し合

える場を作り、孤独になりがちな相談員が情報共有しながら、

不安なく働ける環境を作る



今年度の活動
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■第１回計画相談部会
日時： 7月12日（木） 17:30～19:30 会場：都筑区生活支援センターこころ野
参加：３３名
内容：7月の集団指導を受けて疑問点を共有し情報交換

■第2回計画相談部会
日時： 12月14日（金） 17:30～19:30 会場：都筑区福祉保健活動拠点かけはし都筑
参加：２５名
内容： 重心ケースと精神ケースの紹介からアセスメントの方法や工夫を共有

■第3回計画相談部会
日時： 3月14日（木） 17:30～19:30 会場：都筑区生活支援センターこころ野
参加：２０名
内容： 介護保険への移行と来年度の計画相談の概要をふまえグループトーク



相談支援部会

目的
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横浜市総合保健医療センター 飯塚氏
によるスーパーバイズ！

今年度の活動

第1回

第２回

母と二人世帯の５０代男性。

美味しいものを買って食べるのが楽
しみ。入院によるADL改善後、どんな

資源があったら住み慣れた自宅に退
院できるだろうか？その資源は実際

にあるのだろうか？

透析治療のある統合失調症の５０代男性。将
棋と花を愛でるのが好き。本当はお母さんと

暮らしたいけど難しい。

（一人暮らしを始めた矢先に自宅で急死）ど
んな資源があったらよかっただろか？
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～次年度へ向けて～

検討会終了後も、継続して一緒に検討していきます！

事例検討会で取り上げられなかったケースについても取組んでいきたい
と思います。個別支援にあたるなかで悩んだら
相談支援部会の事例検討会もご活用ください。

これまで事例を通して学んできたストレングスの視点も踏まえ、地域で暮らし続けるための解
決改善策について出し合い、共有を行うことで「地域課題」とは何かを意識できたのではない
かと思います。

Aさんという一人の人の個別支援を行っていくなかで、地域課題と思われることが見えてきま

す。制度では賄えないから地域で賄うのではなく、ニーズが満たされるシステムを地域の中に
作っていくこと、それこそ自立支援協議会で取り組んでいくべきことと学びました。


